
寸
心
先
生
日
記
抄

（
三
）

塾

　
　
　
○
明
治
三
十
ム
ハ
年

轍
月
網
日
　
　
昔
六
日
晩
よ
り
直
心
庵
に
あ
り
。
三
竹
桑
原
昨
夜

　
去
る
。
午
葡
九
時
に
起
ぎ
允
。
い
つ
も
燈
心
庵
に
と
ま
つ
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醸

　
除
夜
に
は
ね
れ
ぬ
が
、
昨
夜
は
少
し
ね
れ
た

　
　
一
口
打
坐
し
允
。
。
坐
し
て
も
中
々
本
氣
に
な
れ
ぬ
。
洋
行

　
が
し
允
か
つ
π
り
大
學
敏
授
に
な
り
距
か
つ
た
り
い
ろ
ノ
＼

　
の
蕃
を
思
ひ
、
叉
ど
う
も
身
盤
が
苦
に
な
り
て
純
一
に
激
れ

　
ぬ人

間
は
死
ん
で
居
る
も
の
と
思
は
な
け
れ
ば
大
事
が
な
せ
ぬ

と
河
井
も
ゴ
ル
ド
ン
も
雪
は
れ
允
。
自
分
は
三
十
五
年
十
二

月
滑
一
田
に
死
ん
だ
も
の
と
思
ふ
て
見
て
慰
、
・
ど
う
も
本
譜

に
そ
う
は
思
へ
な
い

併
し
古
曲
馬
萬
纂
を
放
下
ぜ
よ
と
日
は
れ
疲
が
、
ど
う
し
て

も
死
ん
だ
も
の
と
思
ひ
萬
鑑
を
放
下
ぜ
ね
ば
純
二
に
な
れ
ぬ

H

1氾

目

篭

君
を

待

2
來
ら

す

　
一
月
二
臼
　
　
午
前
四
時
頃
火
事
あ
の
。
朝
灘
宅
、
年
賀
妖
を
か

　
　
く
．
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
輯
、
月
三
臼
　
　

午
一
回
湯
に
漏
る
。
、
籟
…
次
郎
爽
叩
る

　
　
午
後
北
條
先
生
を
本
多
町
の
宅
に
訪
ふ
。
そ
れ
よ
り
洗
心
庵

　
　
　
に
餓
る

　
悶
月
四
日
　
　
、
午
前
午
後
打
坐
。
夜
そ
ば
、
う
ど
ん
を
食
ふ
て
十

　
　
二
時
ま
で
打
坐

　
漏
月
五
疑
　
　
〔
略
、
蹄
宅
〕

　
開
月
六
貝
　
　
午
前
清
水
（
徳
）
來
る
Q
午
後
酬
寸
學
校
に
ゆ
く
。

・
　
　
夜
得
能
健
吉
來
る
　
　
　
恥

　
、
立
食
り
直
立
の
話
を
な
す

　
　
出
門
和
八
目
へ
広
本
報
…
立
論
五
十
部
迭
る

　
一
月
七
瀬
．
　
午
前
入
湯
G
午
後
争
力
利
方
來
る

　
　
　
ノ

　
　
今
日
は
心
理
講
義
の
準
備
を
な
す

、
脳
月
八
時
　
　
同
日
よ
り
髭
面
顧
る
。
出
校

　
　
午
後
子
規
追
悼
録
鷺
よ
む

　
嗣
月
九
日
　
　
出
校
。
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
て
テ
ニ
ス
を
な
す
。

　
　
途
坂
來
　
る
。
木
村
薄
士
の
逡
別
會
あ
り
、
吐
出
一
席
ぜ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
ー



一p”
旗り」畠

　
　
・
哲
墨
醗
究
　
第
三
百
五
十
二
號
．

　
フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
よ
り
ダ
ン
テ
猫
謬
叢
叢
。
入
湯

　
　
　
　
　
〔
で
・
〕

脚
月
十
臼
．
　
水
湯
。
融
校
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

　
倉
午
後
畷
魚
塩
を
…
訪
ぴ
フ
ァ
ウ
ス
〔
ト
〕
韻
日
課
を
か
る

　
寒
河
内
税
る
、
金
を
渡
す
。
明
臼
二
郷
す
と
云
ふ

　
夜
三
々
塾
に
嘗
て
茶
話
會
あ
の
。
吉
村
校
長
、
林
、
田
部
、

　
森
内
、
石
川
諸
需
帯
下

　
．
小
川
信
次
宿
圭
森
村
某
來
る

餌
月
十
隔
周
　
　
午
前
ダ
ン
テ
を
よ
む
。
、
午
後
中
俣
氏
を
訪
ぴ
、

　
澱
バ
美
大
槻
を
襯
兄
・
る

　
桑
原
三
々
塾
に
入
る

　
出
村
久
」
石
工
門
來
り
墓
の
件
を
托
す

鞠
月
十
二
B
　
　
嵐
校
。
ダ
ン
テ
を
浦
井
鴛
へ
渡
す

一
月
十
三
日
　
　
出
校
。
麟
途
木
村
氏
を
訪
ふ

　
．
夜
よ
く
眠
る
舶
賑
は
す
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鞘
月
十
囚
臼
　
　
藩
校
。
今
日
珍
ら
し
き
好
天
氣
に
て
午
後
テ
嵩

　
　
ス
を
遊
ぶ

　
ダ
ン
テ
一
冊
か
る

　．

d
次
郎
東
京
へ
出
立
す

一
月
十
五
㌶
　
　
物
書
。
今
週
も
天
氣
よ
き
に
よ
り
テ
ニ
ス

　
・
午
後
姉
方
に
ゆ
く
。
三
竹
君
來
魯
快
談

　
森
田
縫
駈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
八
　
　
・

　
　
　
由
本
よ
り
η
繍
璽
愛
日
肌
」
を
盗
り
來
る
。
駄
　
歌
子
の
こ
と
を
よ

　
　
　
み
て
坐
ろ
涙
を
催
う
す
　
　
　
　
　
～
・

　
一
月
十
六
貝
　
　
出
校
。
午
後
ダ
ン
テ
會
あ
り
。
蔑
手
紙
を
書
す

　
隔
月
十
七
日
　
　
繊
校
。
午
後
級
會
に
出
　
蒲
刈
　
．

　
一
月
十
八
日
　
　
朝
よ
り
姉
方
に
ゆ
き
笹
書
．

　
　
　
午
後
五
時
よ
り
公
M
國
に
て
山
口
命
〃
あ
り
、
土
井
氏
の
洋
行
を

　
　
　
溌
｝
る
。
轟
枚
眠
ハ
る
北
駈
は
す

　
　
　
由
村
此
田
町
場
に
去
る
と
去
ふ
～

　
陶
，
月
十
九
昌
　
　
午
後
出
校
。
此
日
頭
の
工
合
あ
し

　
脚
月
二
十
日
　
．
出
校
。
午
後
よ
り
姉
方
に
ゆ
き
叢
書
。
姉
方
に

　
　
　
宿
す
。
夜
よ
く
眠
る
舶
脳
は
す

　
剛
月
二
十
陶
日
、
二
十
二
日
「
　
〔
略
〕

　
，
騨
月
二
十
三
臼
　
　
出
校
。
午
後
ダ
ン
テ
會
あ
り
。
晴
天
に
て
テ

　
　
　
ニ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
・

－
賭
月
二
十
醐
目
　
　
出
校
。
午
後
桑
原
理
る

　
　
　
夜
時
習
寮
茶
話
・
曾
に
ゆ
き
イ
バ
ン
の
話
を
な
す

．
圏
月
二
＋
五
日
i
二
＋
九
日
　
〔
略
、
一
一
＋
六
日
に
も
「
昨
夜
眠
る

　
　
　
能
は
ず
、
頭
の
工
含
あ
し
」
と
あ
り
。
ま
た
M
婁
々
単
方
に
宿
す
〕
、

　
一
月
一
二
十
臼
　
　
午
前
水
吉
君
子
る
。
午
後
森
内
、
宇
野
爾
…
君
來

　
　
　
る
。
夜
乎
紙
を
出
す

　
　
　
フ
ァ
ウ
ス
｝
第
二
篤
四
匿
冠
コ
ロ
け
①
腰
b
O
酔
よ
み
了
る
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刷
月
三
十
網
日
　
　
出
狡
。
午
後
よ
り
聖
心
庵
に
ゆ
く
〇
十
時
頃

　
　
蹄
宅

二
月
轍
貝
　
　
入
湯
。
午
後
木
曾
、
川
村
來
る
。
木
曾
三
白
へ
愈
に

　
　
て
、
佛
敦
の
話
を
し
て
く
れ
と
云
ふ

　
　
三
時
頃
よ
り
一
日
會
に
ゆ
く
、
三
生
餅
を
つ
や
。
敏
師
に
て

　
　
申
野
、
富
田
馬
料

　
．
夜
姉
に
ゆ
慮
宿
す
　
　
　
　
　
　
　
　
・

二
見
二
日
　
　
午
前
十
一
時
麟
宅
。
三
校
り
今
日
は
珍
し
き
晴
天

　
　
な
る
に
よ
り
テ
ニ
ス
を
な
す
ζ
と
二
時
附
除
。
盤
い
た
し
。

　
　
夜
眠
る
龍
餌
は
す
。
ホ
ト
、
ギ
ス
を
よ
む

二
月
三
日
　
　
出
校
。
夜
桑
原
來
る
。
ダ
ン
テ
を
よ
む

二
月
繋
属
疹
　
〔
略
〕

二
月
五
日
　
　
出
校
。
夜
三
矢
熱
る

　
　
金
十
園
紛
失
せ
り
と
て
騒
ぐ
つ
外
持
ち
來
る

二
月
遅
目
．
出
狡
。
午
後
ダ
ン
テ
會
あ
り
。
そ
れ
よ
り
職
員
談

　
　
話
會
に
ゆ
く
、
八
時
頃
脇
宅

　
　
臨
宅
後
｛
明
日
の
離
…
話
を
考
ふ

二
月
七
日
　
　
繊
校
。
午
後
｛
時
牛
頃
よ
り
第
二
中
學
校
に
ゆ
き

　
　
講
…
話
を
爲
す
。
グ
ン
ロ
ッ
プ
も
來
れ
り

　
　
露
途
ユ
ン
ケ
ル
を
訪
ふ
。
夜
桑
原
回
る

　
　
海
老
名
の
墓
三
瀬
髪
よ
む

日
　
　
詑
　
　
抄

、

二
月
八
日
、
九
日
　
　
〔
略
〕

二
月
十
日
　
　
出
校
。
午
後
三
蒔
よ
ゆ
金
谷
館
に
て
加
能
岡
志
會

　
’
あ
り
。
夜
　
田
々
塾
に
て
緯
習
録
の
魯
あ
り
。
士
二
時
錦
宅

　
　
始
め
て
倉
永
と
量
ふ
汰
に
逢
’
ふ
、
噛
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
牧
師
な
り

二
月
十
隔
日
　
　
午
前
九
時
に
て
舞
奇
事
あ
り
。
絡
り
て
時
習
寮

　
　
生
の
箴
規
胡
期
帽
讃
式
あ
り
　
〔
以
下
略
〕

二
月
十
二
琢
　
　
〔
略
冒

二
月
十
三
艮
　
　
出
校
。
午
後
ブ
ソ
、
テ
・
曾
あ
り

，
r
今
日
よ
ゆ
ヴ
ン
ト
を
よ
み
因
む
　
．

二
月
十
四
日
　
　
出
校
。
午
後
二
時
よ
り
猫
交
講
話
會
に
て
ハ
イ

　
く
不
の
靴
耐
を
講
…
す

　
　
夜
打
坐
、
妄
想
蜂
起
。
余
は
賢
に
翼
攣
に
あ
ら
す

二
月
十
五
日
　
　
午
前
渡
漫
君
來
訪
。
午
後
柔
廼
大
會
あ
り
。

　
　
夜
三
竹
鴛
と
北
條
先
生
を
訪
ひ
、
久
し
ぶ
り
に
て
快
談

　
　
先
生
｝
ル
ス
ト
ー
イ
の
モ
ー
パ
ス
サ
ソ
を
逡
ら
ゐ

　
　
先
生
田
く
、
余
は
か
く
し
て
も
う
死
す
る
の
み
、
已
に
死
し

　
、
居
れ
ば
。

　
　
三
竹
紅
筆
ぐ
、
余
は
随
分
蕃
し
き
所
を
慰
び
た
り

二
月
十
穴
臼
，
．
　
出
校
。
晴
天
に
て
四
時
頃
ま
で
テ
ニ
ス
を
な
す

二
月
千
七
日
．
　
〔
略
〕

二
月
十
八
β
　
　
出
校
。
陽
野
義
三
郎
氏
來
狡

三
九
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哲
罎
爾
究
　
第
三
百
五
十
二
號

　
　
日
。
鍵
ε
隔
の
．
Q
・
瓢
や
釦
。
鍔
讐
も
篇
霧
跨
β
“
よ
み
了
る
、
颪
白

　
　
し

二
月
十
九
日
・
　
小
松
宮
殿
下
御
逝
去
に
つ
き
學
狡
休
み

二
月
二
十
濤
　
　
嵐
狡
。
午
後
ダ
ン
テ
會
を
や
む
。
団
Φ
”
⑩
、
の
繹

　
　
を
よ
む
。
夜
秋
月
、
白
石
來
る

二
月
二
十
下
馴
、
二
十
二
日
　
　
〔
略
〕

二
月
二
十
ミ
艮
　
　
午
後
出
校
。
秋
月
よ
り
　
］
…
［
禽
綴
％
H
》
昌
昌

　
ヨ
。
昌
急
の
傅
を
逡
り
掘
る
。
我
と
才
葱
阿
と
は
別
物
訟
り
と
云

　
　
ふ
語
あ
り

　
○
嵐
①
β
σ
Φ
H
σ
q
の
尉
編
当
事
げ
帥
を
よ
・
み
始
む

二
月
二
十
四
日
　
　
出
校
〇
三
年
の
倫
理
の
み
な
嘱
リ

　
　
ニ
年
生
は
本
・
日
雲
中
行
軍
を
な
す

二
月
二
十
五
日
　
　
〔
賂
〕

二
月
二
十
六
良
　
　
出
狡
。
小
松
宮
殿
下
閣
葬
に
つ
き
學
粉
を
休

　
　
む
・
式
あ
徳
午
後
三
纂
來
る
、
・
・

　
　
今
口
怠
冶
，
　
　
　
．

二
月
二
十
七
縫
、
　
出
校
。
ダ
ン
テ
會
あ
り
、
早
り
て
テ
温
ス
を

　
　
な
す

　
　
け
ふ
は
少
し
く
風
邪
の
氣
味
な
ザ
　
　
　
　
　
・

二
月
二
十
八
費
，
嵩
校
。
風
び
き
て
氣
分
あ
し
玉

　
　
溝
水
、
河
合
薫
る
。
清
水
は
寄
留
舎
に
て
自
治
を
な
す
と
云

匹
○

　
　
ふ
，

三
月
、
庸
日
－
三
璃
　
剛
〔
略
〕

三
月
四
日
出
枕
。
今
昊
に
心
地
快
し
・
映
即
せ
り
と
見
ゆ

’
　
テ
ニ
ス
を
な
す

　
　
北
條
令
室
來
訪

騨二

詞
ﾜ
日
　
　
出
校
。
雨
ふ
る
。
奥
田
よ
り
名
士
…
鑑
を
梱
り
來
り

　
　
謹
む
、
〔
下
略
〕

三
月
六
臼
一
十
二
臼
　
　
〔
略
〕

三
月
十
三
臼
　
　
○
願
注
意
、
出
校
。
午
後
ダ
ン
テ
會
あ
り
、
ハ

　
　
ム
レ
ッ
ト
を
よ
む
「
こ
と
と
定
む

三
月
十
㎎
臼
　
　
・
午
前
出
校
。
争
後
洗
面
三
聖
ゆ
き
宿
す

三
月
十
五
臼
　
　
午
後
森
内
料
を
訪
ふ
、
夕
頃
郎
宅

　
　
口
ξ
彦
諺
の
ぎ
・
色
・
。
9
＄
。
。
ぎ
を
よ
み
始
む

．
三
月
十
六
露
　
　
工
夫
あ
し
く
頭
工
合
あ
し
。
午
後
禺
校
。
會
議

　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
「

三
月
十
七
露
　
　
〔
略
〕

三
月
十
八
貝
　
　
出
　
校
。
午
後
三
時
猫
語
敏
科
書
の
三
戸
あ
り
、

　
　
七
時
頃
聾
宅

　
　
老
師
『
．
（
虎
㎜
關
）
い
辻
化
の
旧
説
來
る
h
十
六
臼
午
晶
斑
．
一
時
）

三
月
十
九
臼
、
二
十
臼
　
　
〔
略
〕
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
・
．

三
月
二
十
繍
日
　
　
出
校
。
誰
叉
幼
稚
園
に
入
る
を
得
す
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今
日
頭
の
工
合
あ
し
く
物
を
考
へ
て
竜
分
ら
す

　
　
根
言
霊
る

三
月
二
十
二
日
，
　
好
天
氣
。
午
後
三
宅
氏
を
訪
ふ

三
月
二
十
三
霞
－
四
月
一
日
　
　
〔
略
U
　
　
　
　
　
　
　
／

四
月
二
β
　
　
北
條
先
生
を
償
汀
奮
竃
陽
に
書
影
｝
る

　
　
十
一
時
の
汽
車
に
・
て
河
北
に
ゆ
く
。
山
村
方
に
宿
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
長
倉
寺
側
の
墓
を
共
同
墓
地
に
移
す
。
口
先
以
身
長
樂
寺
の

　
　
側
に
あ
り
し
が
墓
地
傾
き
危
瞼
の
患
あ
り
し
が
爲
な
り

四
月
三
日
　
r
虚
夢
に
立
寄
り
午
後
四
時
ご
十
分
汽
車
に
て
麟
宅

四
月
酉
臼
　
　
午
前
北
條
先
生
を
訪
ふ
ρ
三
竹
君
あ
り
、
渡
二
君

　
－
も
來
會

　
　
正
午
學
校
長
の
招
に
て
學
校
に
ゆ
く
、
留
颪
申
の
話
あ
り

　
　
午
後
よ
り
洗
心
庵
に
ゆ
く

四
月
五
臼
　
　
”
此
日
北
條
氏
家
内
巖
贋
島
へ
出
点
皿

　
　
三
竹
君
に
逢
ひ
留
學
の
件
を
稲
談
す
。
夜
宵
村
校
長
を
訪
ふ

　
　
て
留
學
の
決
心
を
話
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
徳
二
論
る

四
月
六
三
．
　
天
氣
好
調
。
午
後
石
川
君
を
訪
ひ
、
洗
心
庵
に
行

　
　
く

四
月
七
β
　
　
此
日
天
氣
よ
し
。
長
土
塀
四
番
丁
三
番
地
へ
縛
宅

　
　
夜
翼
島
隆
輔
嵩
み

　
　
　
目
　
　
記
　
　
抄
噛

四
月
八
三
　
　
〔
略
〕

四
月
九
日
　
　
寓
校
。
今
月
よ
り
勉
摯
を
始
む

　
　
按
摩
來
る
、
．
昔
長
土
塀
の
家
に
來
「
れ
る
者
な
り

四
月
十
貯
　
　
出
校
。
天
心
よ
し
テ
ニ
ス

　
　
午
後
敏
等
量
講
あ
ウ
、
校
長
十
三
日
出
京
す
と
云
ふ

　
　
夜
黒
潮
を
よ
む

四
月
十
一
欝
　
　
出
校
。
午
後
叉
黒
潮
を
よ
む

　
　
　
　
　
　
　
（
饗
～
）

　
　
秋
月
煮
る
、
爲
換
書
を
渡
す

四
月
十
二
日
　
　
　
午
後
河
北
潟
に
一
て
ボ
ー
ト
上
に
於
て
猫
語
二
年
・

　
　
の
級
會
を
催
ふ
す
。
天
氣
よ
く
心
地
よ
し

四
月
十
三
口
　
　
此
日
氣
分
あ
し
。
講
義
を
考
。
ふ
れ
ど
も
思
ふ
様

　
　
に
ゆ
か
す

四
月
十
四
臼
　
　
幽
校
q
秋
月
よ
り
金
三
十
七
圏
預
る
。
夜
古
鵬
遺

　
　
等
廃
り
繹
・
尊
降
誕
會
を
催
す
相
談
あ
り

　
　
眼
あ
し
く
且
下
痢
を
催
ふ
す

三
月
十
五
日
　
　
午
前
七
時
磁
歪
、
羽
咋
に
向
っ
て
行
軍
。
津
幡

　
　
ま
で
歩
み
、
敷
波
ま
で
乗
車
な
し
そ
れ
よ
り
演
習
、
夕
に
羽

　
　
咋
着
。
爾
ふ
り
頗
る
困
難
。
余
は
森
内
、
永
井
と
第
二
中
隙

　
　
本
部
に
宿
す

四
月
・
↑
六
臼
　
　
午
前
七
時
出
磯
、
艦
高
波
ま
で
歩
行
、
津
幡
ま
で

　
　
乗
車
、
沌
幡
よ
り
演
習
、
四
時
論
詰
。
雨
ふ
ら
ざ
れ
ど
も
瀟
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
】
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暫
學
研
究
　
第
三
買
菰
十
工
號

　
　
天
稜
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
堀
、
秋
月
よ
り
手
紙
來
る

　
　
松
田
宗
吉
鴛
幾
日
午
後
一
時
頃
病
残
。
途
に
阿
鼻
渡
邊
君
が

　
　
病
院
よ
り
露
ら
る
」
に
逢
ふ
て
齢
瞭
然
　
　
　
　
r
㌧

四
月
十
七
一
十
凡
旺
　
　
〔
略
〕

四
月
十
九
日
　
　
今
・
研
テ
ニ
ス
の
大
會
あ
り
。
余
と
森
内
と
同
組

　
　
に
て
田
部
上
原
と
マ
ッ
チ
を
な
し
寸
た
り

　
　
夜
洗
心
庵
に
ゆ
き
坐
す
　
　
　
　
　
’

四
月
二
十
日
i
二
十
三
日
　
　
〔
略
〕

四
月
二
十
四
臼
　
　
出
校
〇
一
タ
ン
テ
愈
一
あ
り
、
｝
四
・
鶴
鯵
る
。
テ
ニ

　
　
ス

　
　
白
石
來
る
、
一
圓
二
十
鈍
渡
す

四
月
二
＋
五
臼
　
出
校
。
．
午
後
安
東
掌
る
。

・
　
ヘ
ー
ゲ
ル
を
よ
む
。
加
朝
露
難
川
頭
な
ど
樒
…
ゆ

四
月
二
十
六
臼
　
　
〔
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

四
月
二
十
七
陽
　
　
患
校
。
午
後
閏
郡
君
を
訪
ひ
日
u
ゴ
○
署
客
写
誤
、
訟

　
　
新
旧
楚
旨
。
を
見
る
　
・

一
西
月
二
十
八
日
　
　
出
校
。
．
午
・
後
士
凋
崎
，
乱
言
る
。
フ
リ
ー
ド
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
〔
マ
・
〕

　
　
デ
ル
へ
三
十
［
非
望
九
十
五
・
弗
飾
金

四
月
二
十
九
段
、
三
十
目
　
　
ハ
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
・
〕

五
月
鱗
欝
　
　
出
校
。
ダ
ン
テ
認
め
了
る
。
古
舘
善
導
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
論

　
　
夜
百
愈
に
ゆ
く
、
會
す
る
常
よ
り
少
し

五
月
二
日
　
　
〔
略
〕

　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

五
器
三
目
　
　
午
前
石
川
虚
空
る
。
明
概
武
徳
殿
に
ゆ
く
と
云
ふ

　
　
午
後
樺
．
尊
隆
い
誕
會
に
ゆ
く
。
村
上
專
贈
川
師
の
講
話
あ
り

五
月
四
訂
　
　
出
校
。
森
内
と
デ
・
ハ
ビ
ラ
ン
ド
を
訪
ぴ
叉
ウ
ォ

　
　
ー
ル
フ
ア
董
ト
を
一
訪
ふ
　
　
　
‘

　
　
胃
を
害
す
。
田
部
鱈
の
母
堂
死
去

五
月
五
目
、
六
臼
　
　
〔
略
〕

五
月
七
日
　
　
出
校
。
午
後
太
陽
を
よ
む
。
小
川
來
り
つ
黛
い
て

　
　
徳
附
來
る
、

　
　
キ
ル
ヒ
ネ
ル
な
よ
む

五
月
八
鏑
、
九
鶏
　
、
〔
略
〕

五
月
＋
日
　
午
後
極
月
、
凝
滞
、
八
波
量
る

　
　
井
上
氏
羅
迦
牟
尼
簿
を
讃
み
了
る

五
月
十
一
貝
・
　
天
氣
好
し
。
午
後
出
校
。
夜
中
百
骸
を
訪
ぴ
種

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
コ

．
－
々
の
叢
を
見
る
、
面
白
し

　
　
謎
康
一
幅
の
鴛
に
識
す
縞
…
鋤
を
見
て
も
、
　
一
事
を
成
す
容
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

　
　
に
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R

五
丹
十
二
日
　
　
長
講
。
此
日
よ
り
人
心
の
疑
感
と
弐
ふ
丈
を
か

　
　
き
始
む

五
月
十
三
艮
　
　
出
　
狡
。
夜
証
文
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五
月
十
五
日
　
　
噛
繊
校
。
此
臼
よ
り
パ
ム
ン
ッ
ト
讃
み
始
む

五
月
十
六
巳
，
愚
校
。
午
後
睡
眠
。
面
壁
を
草
し
了
る

五
月
十
七
属
　
　
煙
霞
下
金
石
に
於
て
ボ
ー
ト
魯
あ
り
。
午
前
八

　
　
時
よ
り
ゆ
き
午
後
八
時
麟
宅
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
，

　
　
ブ
ラ
ン
ヂ
ス
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
、
ス
ク
ー
ル
を
よ
む

　
　
天
氣
快
晴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
－

五
月
十
八
日
　
　
フ
ア
ゥ
ス
｝
第
二
巻
を
よ
む
。
蕪
内
の
學
生
業

　
　
る

五
月
十
九
日
　
　
出
校
。
午
後
入
湯
。
氣
分
．
面
白
か
ら
す

　
　
夜
多
田
謙
る
G
余
も
彼
と
周
U
じ
き
疑
惑
の
串
・
に
あ
る
者
な
り

五
月
二
十
日
．
　
嵩
校
。
午
後
記
法
三
年
生
篇
翼
を
と
る

　
’
夜
申
俣
來
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
・
〕

　
　
人
は
冷
酷
な
り
。
人
に
す
診
る
は
つ
ま
ら
ぬ
も
の
な
り
。
入
を

　
　
己
を
利
用
し
愚
弄
す
る
な
り

五
月
二
十
關
財
　
　
患
校
。
｛
示
求
心
の
考
を
書
す

五
月
二
十
二
日
　
　
出
校
。
今
日
よ
リ
ア
ァ
ウ
ス
ト
第
二
巻
を
よ

　
　
み
姶
む

五
月
二
十
三
B
　
　
出
校
。
午
後
総
督
展
覧
會
に
ゆ
く
。
宇
野
君

　
　
に
逢
ふ
。
警
急
三
竹
漕
を
云
ふ

五
月
二
十
四
貝
　
　
午
後
三
疫
塾
に
ゆ
き
來
学
年
の
入
る
ぺ
登
人

　
　
を
評
議
す
。
午
前
は
矢
部
認
る
。
侮
事
竜
な
さ
す

召
　
　
記
　
　
抄

　
五
月
二
十
五
日
　
　
禺
榛
。
此
日
一
日
働
き
だ
り
吟

　
五
育
二
十
六
既
『
．
二
十
七
日
置
　
〔
略
〕

　
五
月
二
十
八
臼
　
　
出
校
。
入
湯
。
佛
敏
統
「
論
を
よ
む

五
月
二
＋
九
臼
　
三
校
。
フ
ラ
イ
ド
レ
ル
氏
基
督
敏
歴
奥
を
よ

　
　
　
む
　
　
　
層
　
　
剛

　
7
幽
目
月
一
二
⊥
T
R
門
－
山
ハ
日
〃
四
矧
日
　
　
　
　
〔
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
六
月
五
B
・
　
出
校
。
天
氣
よ
し
、
大
に
チ
ェ
ス
を
な
す

　
　
　
　
　
ぷ

　
　
午
後
橘
の
件
に
つ
き
微
儒
罰
愈
議
あ
り

　
六
月
六
日
　
　
嵩
校
。
午
後
情
話
を
催
ふ
す
。
四
時
よ
り
金
谷
館

　
　
　
に
於
て
職
員
談
話
魯
あ
り
、
八
時
頃
灘
宅
．

　
　
湘
…
畑
女
山
異
の
病
床
臼
記
を
よ
む
、
　
一
二
感
す
べ
ぎ
所
あ
り

　
六
月
七
目
．
　
入
湯
。
絡
日
在
宅
。
乱
懲
次
郎
」
來
る
。

　
　
プ
ラ
イ
ド
レ
ル
氏
基
督
敏
論
一
を
よ
み
掛
る

　
　
大
津
來
る
。
堀
尾
ど
い
ふ
者
を
黒
い
て
く
れ
ん
か
と
頼
む

六
月
八
日
　
　
出
校
『
午
後
散
歩
を
な
す
。
徳
岡
來
る
、
ゴ
ル

　
　
ド
ン
侮
を
よ
み
て
大
に
感
じ
た
り
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

六
月
九
日
　
　
出
校
。
今
臼
は
物
う
け
れ
ば
早
く
休
む

・
六
月
十
目
　
　
出
講
。
今
繊
は
少
し
く
勉
強
せ
り
。
暮
に
大
津
堀
・

　
　
尾
を
絆
ふ
て
來
る
、
あ
ま
り
よ
く
話
さ
す
。
九
月
よ
り
を
い

　
　
　
て
や
る
事
に
さ
だ
む
・
　
　
　
・

　
六
月
十
酬
爲
　
　
患
校
。
　
雨
ふ
る
。
　
入
湯
。
　
起
信
論
一
巻
讃
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



438

　
　
哲
撃
研
究
　
第
三
百
五
十
＝
號

　
余
は
時
に
佛
敏
の
歴
更
的
研
究
を
も
激
さ
ん
と
欲
す
。
余
は

　
　
あ
ま
り
に
二
三
、
あ
ま
り
に
功
名
心
に
聾
し
。
　
一
大
戯
理
を

　
　
悟
得
し
て
之
を
今
日
の
學
理
に
て
人
に
論
け
ば
可
な
り
。
此

　
　
の
外
の
絵
計
の
整
を
起
す
べ
か
ら
す
。
多
く
望
む
者
は
一
纂

　
　
を
な
し
得
ず

六
月
十
二
日
　
　
出
校
、
夜
露
儒
論
を
よ
む

六
月
十
三
日
、
十
四
日
　
　
〔
略
ロ

六
月
十
五
日
　
　
午
前
草
筆
。
午
後
學
校
に
ゆ
き
試
験
問
題
を
作
、

　
　
り
絡
り
テ
ニ
ス

　
　
宮
森
來
る
、
東
京
の
話
を
き
玉
自
ら
…
業
の
威
ら
ざ
る
を
悲
し

　
　
む

　
　
夜
眠
る
能
は
す

六
月
＋
六
臼
　
午
前
譲
轡
。
午
後
よ
り
學
校
に
ゆ
き
試
験
問
題

　
　
を
す
り
ρ
、
そ
れ
よ
り
テ
ニ
ス
を
な
す

　
　
麟
宅
後
非
常
に
駿
熱
す
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
・

大
崎
十
七
目
　
　
今
口
は
學
豊
艶
や
す
む
。
股
に
イ
ン
ゴ
で
き
た

　
　
る
な
り

六
月
十
八
日
i
二
十
一
日
　
参
〔
略
〕

六
月
二
十
二
霞
　
　
朝
よ
り
足
痛
み
イ
ヌ
ゴ
い
た
む
。

　
　
試
験
な
れ
ば
車
に
て
出
校
す
。
二
部
三
年
目
試
験
を
藩
れ
ば

　
　
歎
い
た
み
熱
い
で
玉
歩
行
に
堪
え
す
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥
四

　
　
金
子
生
を
し
て
家
に
此
禦
を
知
ら
し
㎡
の
叉
車
に
て
蘇
宅

　
　
麟
宅
後
臥
藤
V
、
慕
一
に
森
島
氏
∵
陥
る

六
月
二
十
三
躍
i
二
十
五
日
．
　
〔
略
ロ

六
月
二
十
六
日
　
．
桑
原
斑
立
。
午
後
多
雪
來
る

　
、
今
日
新
小
岨
説
を
よ
む
。
シ
ー
ン
キ
ウ
イ
ツ
の
燈
輩
守
と
い
ふ

　
　
一
編
面
白
し
。
徒
然
な
る
儘
に
く
だ
ら
ぬ
小
論
ま
で
も
隈
な

　
　
く
よ
む
㍉

　
　
出
本
君
臣
一
撃
編
…
を
一
送
り
馨
る
。
甥
辣
山
口
大
拙
二
恩
よ
の
端
辮
葺

　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
來
る

六
月
二
十
七
目
、
二
十
八
日
　
　
〔
略
〕
　
　
　
’

六
月
二
十
九
厩
　
　
午
前
竈
川
、
宮
北
來
る
。
午
後
飯
森
に
ゆ
き

　
　
そ
れ
よ
夢
學
校
に
ゆ
く
。
三
年
生
及
落
會
議
あ
り

　
　
躍
。
戸
き
げ
言
一
魯
浅
紫
9
N
の
◎
〆
〈
。
器
F

六
月
三
十
貝
一
七
月
二
日
　
　
爪
略
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
．

七
月
三
日
　
　
晴
。
午
後
、
始
め
て
飯
森
方
ま
で
歩
行
す
。
露
途
脚

　
　
部
鱈
を
訪
ひ
夕
頃
ま
で
談
話
、
ス
テ
ベ
ン
ソ
ン
を
か
る

七
月
四
欝
　
絡
　
日
在
宅
。
ω
停
Φ
く
Φ
肖
6
U
の
♂
≦
目
◎
隔
酔
げ
①
レ
白
鷺
Φ

　
　
を
談
み
絡
る
、
面
白
し
。
ウ
イ
ル
は
余
が
理
想
の
入
な
り

　
　
山
則
、
三
股
、
藤
澤
來
る
。
　
　
　
’

七
月
五
臼
、
六
臼
　
　
〔
略
〕

七
月
七
月
　
　
午
前
八
時
よ
り
五
官
會
議
あ
り
。
今
日
に
て
墨
校



　
　
　
　
　
の
仕
事
悉
皆
絡
了
・

　
　
　
　
藤
岡
よ
り
諭
…
鍵
史
逡
り
來
る
。
露
途
飯
森
に
行
く

　
　
七
月
八
丁
　
　
午
後
鞍
馬
に
ゆ
き
書
を
か
り
、
髪
を
き
る

　
　
　
　
シ
ュ
　
ラ
イ
ェ
ル
マ
ー
ヘ
ル
を
よ
む
〇

　
　
七
月
九
日
　
　
シ
ェ
ラ
イ
エ
ル
マ
τ
ヘ
ル
の
｛
示
軽
焼
を
讃
了
る
。

　
　
　
　
。
プ
ラ
イ
ド
ン
ル
の
批
〃
許
竜
門
口
せ
よ
む

　
　
　
　
」
十
後
マ
ケ
ン
ジ
ー
を
訪
ふ
。
庶
林
内
μ
、
澱
…
井
を
訪
ふ
、
不
・
晶
仕
。

　
　
七
月
掌
裏
一
十
三
日
　
　
〔
終
〕

　
　
七
月
十
四
日
　
一
午
衝
學
校
に
ゆ
き
遡
行
履
を
出
　
し
、
轡
を
か
り
、

　
　
　
　
俸
給
受
取
を
宵
村
政
行
氏
に
依
頼
す
・

　
　
七
月
十
五
臼
　
－
午
前
九
時
二
十
分
の
汽
車
に
□
し
午
後
八
時
頃

　
　
　
　
京
都
に
ゆ
く
。
要
法
寺
由
内
法
性
院
得
碍
方
に
宿
す

　
　
七
月
十
六
日
　
　
午
薗
泰
西
名
謎
集
な
ど
見
る
。
午
後
五
時
頃
よ

　
　
　
　
り
山
本
君
を
一
音
院
に
訪
ぴ
嗣
鷺
方
に
宿
す

　
　
七
門
月
十
七
日
　
　
　
午
晶
闘
八
時
頃
麟
る
O
　
L
干
後
六
時
頃
よ
り
稻
漿
雅

　
　
　
　
を
常
光
院
に
訪
ふ
。
濡
…
澤
氏
の
話
な
ど
な
す
。
稻
葉
艦
方
に

　
　
　
　
宿
す

　
　
七
月
十
八
目
　
　
午
前
七
時
頃
得
田
方
に
蹄
る
。
夜
得
碍
夫
婦
と

　
　
　
　
紙
の
審
に
つ
き
て
話
す
コ
．
　
〔
略
〕

　
　
　
　
〔
鯵
に
「
せ
き
け
ん
、
窟
、
手
拭
、
箱
、
は
が
き
二
枚
」
と
露
す
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
七
月
十
九
臼
　
　
午
前
八
時
頃
得
田
を
反
て
大
徳
寺
山
内
孤
蓬
庵

39盛　
　
　
　
　
臼
　
　
雛
　
　
抄

　
　
に
來
る
。
一
燃
…
和
街
一
に
旧
び
暫
く
母
型
い
て
も
ら
ふ
こ
と
に
定

　
　
む

　
　
午
前
十
一
時
頃
郵
亭
老
師
を
訪
ふ
。
老
師
は
費
に
淡
泊
な
る

　
　
天
眞
の
人
な
り
　
．
　
　
　
　
　
蔭

　
　
八
写
度
は
一
つ
シ
ツ
カ
リ
や
る
つ
も
り
な
り

七
月
二
十
日
　
　
今
明
一
周
打
坐
。
食
後
睡
眠
。
晩
に
猫
謬

　
　
ど
う
も
余
は
勇
猛
心
に
乏
し

七
月
二
十
一
日
　
　
今
概
は
大
に
奮
目
切
打
轟
申
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
す

　
　
午
後
は
大
分
勉
強
せ
の

　
　
　
　
〔
黎
～
〕
．

　
　
晩
に
は
濁
輝
休
み

　
　
〔
褒
円
匙
…
に
「
家
へ
帥
茱
酔
W
を
禺
し
て
画
面
を
求
む
」
と
あ
り
〕

七
月
二
十
二
目
　
　
　
大
に
雨
ふ
る
。
今
日
魏
．
の
中
大
分
勉
張
ぜ
り

　
　
石
川
よ
り
…
聞
を
し
山
岡
の
修
行
∴
八
に
心
を
働
ま
し
允
り

七
月
二
十
三
同
　
　
午
前
一
漢
和
爾
と
講
座
を
き
か
ん
と
し
て
行

　
　
　
　
　
　
〔
リ
〕

　
　
を
し
も
休
な
邊
き

　
　
眉
墨
と
い
ふ
難
V
誌
を
か
り
て
よ
む
中
に
近
重
博
士
の
談
あ
り

　
　
大
に
漸
糖
す

　
　
余
は
灘
を
學
の
爲
に
た
す
は
誤
な
り
。
余
が
心
の
爲
め
生
命

　
　
の
爲
に
な
す
べ
し

　
　
見
性
ま
で
．
は
宗
敏
や
哲
學
の
聯
を
考
へ
す

　
　
汝
遠
く
家
を
離
れ
京
都
に
來
り
面
馬
怠
慢
～
纂
を
な
さ
う
し

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
近



蜘

哲
雄
研
究
　
蕗
三
百
五
十
二
、
壁

　
　
て
灘
ら
ん
と
す
る
や
、
か
く
の
如
く
し
て
幾
年
を
維
温
す
る

　
　
亀
侮
の
功
あ
ら
ん
〔
こ
、
の
一
文
宅
簗
に
て
帯
す
〕

　
　
余
は
叉
公
取
朱
を
鍵
へ
ら
れ
だ
り
、
．
フ
ー
／
、
／
＼
く

七
月
｝
二
十
四
目
　
　
藥
逡
り
來
一
る
。
…
得
田
よ
り
細
道
あ
り
と
い
ふ

　
　
螺
訴
轡
託
る
O
得
田
に
は
粟
田
融
咽
就
へ
繭
回
す
と
い
ふ

　
　
午
後
中
立
費
ま
で
散
歩
す
。
晩
に
堀
尾
氏
來
宿

　
　
〔
欄
外
に
〕
　
倒
れ
て
も
弓
矢
放
き
ぬ
案
山
子
哉
　
　
（
鐵
舟
）
　
　
・

七
月
二
十
五
鐵
　
　
午
前
燭
謬
。
午
後
北
蟹
紳
祓
ま
で
散
歩
、
雨

　
　
に
い
建
ふ
。
馬
二
匹
剛
具
ひ
麟
㎝
る
、
十
酬
鐘
。

　
　
咋
日
今
日
は
な
ま
け
充
り
。
公
案
を
か
へ
ら
れ
氣
抜
け
允
る

　
・
な
り
、

　
　
夜
は
猫
参
張
し

七
月
二
十
穴
日
　
　
今
日
も
休
講
な
り
。
叉
猫
滲
も
な
し
Q
絡
日

　
　
饗
鷹
…
と
か
に
て
総
供
旨
い
物
食
ふ
て
遊
ぶ
な
ゆ
・

　
　
朝
は
大
分
心
張
す
。
・
夜
は
一
漢
和
街
と
劇
談
せ
り

　
　
今
厩
の
総
侶
は
つ
ま
ら
ぬ
亀
の
な
り
ゆ
修
行
何
の
功
あ
る

七
日
〃
二
十
七
日
　
　
呼
、
心
魔
ぐ
。
キ
ー
ー
ス
｝
が
野
に
於
け
る

　
　
苦
心
思
ぴ
や
ら
る

　
　
今
研
は
大
分
妄
想
と
職
ひ
沁
り
．

　
　
晩
に
猫
参
叉
休
な
り

七
月
二
十
八
臼
　
　
千
萬
清
波
、
激
岩
咬
天
、
只
盤
死
力
、
苦
味
，

四
六

　
，
講
知
、
怒
濤
朝
天
中
、
確
熱
血
不
動

　
　
今
日
は
講
座
あ
り
疫
り

　
　
余
は
何
薩
ま
で
も
。
け
ロ
a
と
職
は
ん
と
す

　
　
危
機
一
髪
、
心
機
一
輪

　
　
午
後
よ
り
藥
を
と
り
に
得
田
に
ゆ
き
宿
す
、
堀
尾
來
り
話
す

　
　
夜
泰
西
名
演
集
を
見
る
、
面
白
し

　
　
〔
欄
外
に
〕
　
冬
哉
不
念
、
春
化
不
振
　
（
由
ほ
）

七
月
二
十
九
日
　
　
　
午
晶
剛
九
時
頃
孤
旧
庵
に
麟
岬
る
。
午
・
後
又
山
本

　
　
　
　
〔
訪
〕
、

　
　
君
を
一
達
ひ
転
の
事
を
一
飛
す

　
　
談
話
邊
く
な
り
山
本
方
に
宿
す

七
月
三
十
日
。
　
午
前
十
時
孤
蓬
庵
に
麟
る
。
晩
に
猫
参
す

　
　
北
條
一
よ
砂
電
報
來
る
　
　
　
　
　
　
・

七
月
三
十
嗣
碍
　
　
午
睡
散
髪
。
午
後
沐
浴

　
　
四
時
頃
よ
り
七
條
に
ゅ
費
、
　
森
外
三
瞭
聖
君
あ
り
〇
　
六
時
北
條

　
　
氏
疑
る
。
金
子
、
土
岐
に
も
逢
ふ
。
森
、
金
子
ど
北
條
先
生

　
　
の
宿
四
條
…
灘
手
通
小
川
に
ゆ
く
、
談
話
。
余
は
北
條
先
生
方
，

　
　
に
宿
す

八
月
刷
霞
　
　
午
前
八
時
頃
北
條
先
生
と
小
川
に
て
分
れ
灘
る
。

　
　
鶴
途
に
岡
本
方
を
訪
ふ
。
公
債
の
事
を
話
す

　
　
午
後
三
隠
頃
孤
蓬
庵
に
蹄
る
。
晩
に
濁
滲
休

八
月
口
」
日
　
　
銀
嶺
玉
汝
、
蓬
境
是
錬
心
之
好
十
二

購



　
　
敵
は
備
中
に
あ
ら
す
本
能
寺
に
あ
り

八
月
三
田
　
　
午
前
七
時
講
座
を
き
く
。
晩
に
猫
参
無
窺
を
許
さ

　
　
る
。
さ
れ
ど
も
余
甚
輪
脚
ば
す

　
　
杉
森
留
學
す
。
．
入
は
自
ら
勉
ざ
る
の
柔
な
し
、
他
人
は
待
む

　
　
に
足
ら
す

　
　
■

九
月
二
十
幽
日
　
　
出
校
。
午
後
敏
官
位
議
あ
り
。
夜
田
部
君
よ

　
　
り
か
り
た
る
煮
豆
簡
堂
…
次
郎
と
い
ふ
入
の
「
仰
臥
三
年
」
乏
い

　
　
ふ
欝
を
か
り
て
よ
ん
だ
。

　
　
　
・
〔
以
下
な
し
〕

磁1

　
　
公
案
　
鐘
の
音
を
止
め
よ

八
月
四
望
　
　
此
田
ぶ
ら
く
し
て
く
ら
せ
り
。
晩
に
石
川
鴛
來

　
　
る
。
石
川
は
四
韻
侯
爵
に
尾
し
て
金
澤
に
爵
蹄
る
と
い
ふ

八
月
五
日
　
　
小
包
逡
り
來
る
。
馬
鹿
な
る
審
を
す
る
奴
な
り

　
　
主
・
心
を
ル
穴
す
る
勿
れ
、
萬
里
一
修
聡
鐡

　
　
晩
に
謬
灘
、
冨
剛
の
公
案
を
と
ら
る
「

八
月
六
臼
　
　
午
前
講
坐
あ
り
、
そ
れ
よ
り
得
田
方
に
蹄
る
。
夜

　
　
三
葉
君
を
訪
ふ

八
月
七
目
　
　
午
前
得
田
と
孤
蓬
庵
に
ゆ
く
、
三
竹
鴛
あ
り

　
　
晩
に
三
竹
君
と
典
に
孤
蓬
庵
を
僻
し
、
晩
に
翻
倒
に
蹄
る

八
月
八
B
　
　
午
旋
京
都
博
物
館
を
見
る
。
午
後
動
物
園
を
見
る

　
、
夜
十
二
時
出
立

八
月
九
日
　
　
午
前
十
時
頃
録
宅

八
月
十
日
、
十
幽
日
　
　
〔
略
〕

　
　
　
〔
串
絶
〕

貝
　
　
記
　
　
抄

酵

霞

知
糠
仙
の
法
隔
刈
（
デ
ッ
サ
ン
）
：
：
交
鍛
穣
…
士
　
矢
田
部
・
蓮
郎

・
糖
憩
実
勢
の
一
考
察
・
：
：
・
交
學
土
　
日
原
太
郎

擁
鎌
撫
叢
…
…
女
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

心
妻
墨
に
お
け
る
二
三
の

科
妄
挙
的
問
題
に
つ
い
て
．
．

八
木
　
晃

丈
醗
士
　
寒
具
俊
郎

四
七


